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【開封前に！】電池ケースの中にも⼩
さな部品が⼊っています．紛失しない
よう注意してください．�
�
【本機の機能概要】�
 縦振やバグキーはもちろんパドルも
接続できる最⼤16チャンネルのメモリ
を内蔵したメモリーキーヤーです．ま
た複数の電鍵を並列に接続することが
でき，その種類を⾃動認識します．も
ちろんパドル操作に対してはエレキー
動作をします．�
 EEPROMに各チャンネル480スト
ロークまでメッセージを記録するので
電源を切っても内容が保持されます．
これは打電内容にもよりますがおよそ
欧⽂ 170 字相当で，⼀般的なメッセー
ジには⼗分な⻑さを確保しています．
チャンネルボタンは４つですが，⼆つ
のジャンパー設定で４つのバンクがあ
りますので都合16CHとなります．�

【組⽴についての簡易説明】�
開封したらまずは部品リストと照合してくださ
い．次いで下記の注意事項を読んでから基本的
には背の低い部品から順番に半⽥付けしていき
ます．�
1.  IC は直接取り付けず，ソケットを介してく

ださい．�
2.  部品の取り付け⽅向は特に注意してくださ

い．IC類, Tr, LED はもちろんサウンダ（ブ
ザー）にも極性があります．�

3.  LED は MPU に近い⽅の⽳がアノードで，
⾊名が書いてあるほうがカソードです．�

4.  電源にはまずは付属の電池ケースを接続し，
新しい単３乾電池２本を別途ご⽤意の上ご
使⽤ください．VCC が＋（⾚），GND が-
（⿊）です．�

5.  タクトスイッチは⾚をREC，⻩をSTOPに推
奨しますが，ご⾃由に．�

6.  基板の Option には何もつきません．�
7.  BANK1,2 にはピンヘッダをつけますが，半

⽥付けではやけどに注意してください．�
8.  ジャンパはBANK1, 2 にそれぞれつけます

が，左右はどちらでも動作します．�

部品リスト�
記号等 �部品名・値等 �数�
MPU �ATmega328P �1�
EEPROM �24FC256 � �1�
T1 �2SC1815���             1�
BUZZ �UDB-05LFPN �1�
LED �⾚,⻩,緑 各1 �計3�
R1,6,7,8 �10kΩ(茶⿊橙⾦) �4�
R2,3,4 �150Ω(茶緑茶⾦) �3�
C1 �積セラ 0.1uF �1�
SW �タクトスイッチ �6�
Key-in/out KEY⽤ジャック �2�
SPEED �VR10kB � �1�
他 ��ICソケット �2�

�ピンヘッダ(3p) �2�
�ジャンパ � �2�
�電池BOX(単3x2) �1�
�専⽤基板 �  �1�
�Di(1N4148) �2�
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縦振デュープレクサについて�
 縦振電鍵等には以下のようにダイオードを接続してください．なおキーにダイオードを取
り付けても，本機を経由しないで直接接続することは通常可能です．�
�
�
�
�
�
�
注意事項�
・本機は真空管リグとの接続は想定しておりません．（破損の恐れあり）�
・トランシーバの出⼒やアンテナの接続状態によっては⾼周波の回り込みを起こす可能性が
あります．シールド線の使⽤に加え，クランプコアを⼊れるなど適宜対策をしてください．�
・利⽤者はご⾃分の技術レベルを客観的に把握し，無理な作業は⾏わないでください．特に
やけどやけがには⼗分お気をつけください．本キットはボランティアによって開発企画され
たものであり，ご利⽤はあくまでも⾃⼰責任となります．�
・本機は私的利⽤の範囲内に限り使⽤することができます．�
・⾳量が⼤きいので，室内で使⽤する場合はブザーのシールは剥がさない⽅がよいです．�

A1クラブ・キットプロジェクト�
CQ Parrot 4x4 プロジェクト http://a1club.net/project/2017/kit.html�
設計： JQ1OCR 幸⾕   企画：JE1TRV ⾕⼝�

【トラブルシューティング】�
Q1. 組み⽴てても動かないのですが？�
A1. トラブル原因としては，電源のミス（過電圧，逆接続，電池が消耗）が最も多く，�
   ついで半⽥付け不良，部品接続の⽅向間違いがそのほとんどをしめています．�
Q2. モード設定時に設定ボタン(CH1, CH2)を押しても，そのモードのLED(⾚，⻩)が⼀瞬つ

いてすぐ消えてしまうのですが？�
A2. モード設定時，CH1, CH2 のボタンを押す時間が⻑すぎると複数回押したのと同じにな

ります．押したらすぐに離してください．（クリック） �
Q3. ⾳が濁っているようですが？�
A3. ブザーのシールをはがすときれいに聞こえると思いますが，⼤きな⾳になるので注意し

てください．�
【その他】�
Q1. 電源は乾電池２本以外に使えないのですか？�
A1. まずは付属の電池BOXを使って動作を確認してください（重要）．その後必要に応じて 

3 - 5.5 V が供給できる電源を使⽤することは可能です．ただし電圧を上げる場合は 
LED の電流制限のため R2,3,4 を適宜変更してください．5.5 V なら 470 Ωくらいが
よいでしょう．なお MPU の絶対定格である 6 V を超えることがないように注意して
ください．AC/DC アダプタは負荷が軽いと電圧が定格よりだいぶ⾼くなるものがあり
ます．また逆接，短絡事故などにもご注意下さい．�

Q2. CH3 に straight と書いてあるのは何ですか？�
A2. 将来的に実装するかもしれない機能の為のですが，今のところ無視してくださいJ �
Q3. ダイオードが２本余りました．�
A3. 縦振電鍵を⾃動認識させるためのデュプレクサになります．縦振を接続しないばあいは

使いません．詳しくは下をご覧ください．�

蛇⾜ながらLED⾜の話�

⾜の⻑い⽅がアノード(A)�
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取扱説明書�
�
各ボタンの基本的な操作は以下の通りです．�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
まず電源を⼊れると⾚→⻩→緑とLEDが点滅し，待機モードに⼊ります．こ
のモードからは録⾳，再⽣に加え，通常の電鍵操作が⾏えます．�
�
【電鍵操作】接続した電鍵を操作すると，種類を⾃動識別し，パドルの場合
はエレキーとして動作，縦振（ただしダイオードによるデュープレクサを取
り付けてください）の場合はそのまま無線機側へ出⼒します．�
�
【録⾳】待機モードからRECボタンを押しながら録⾳先(CH1〜CH4)を押し
ますと，⾚と⻩LEDが点灯します．最初の打鍵操作が開始される（⻩が消灯
し，⾚だけになる）まで実際の録⾳は始まりません．メッセージを打ち終
わったら速やかに STOP を押してください．待機モードに戻ります．記録し
ようとしているチャンネルにメッセージが記録されていた場合，メッセージ
は上書きされ，前に記録されていた内容は消えます．なお録⾳した内容は
EEPROM(不揮発メモリ)に記録されますので，電源を切っても次回起動時⾃
動的にロードし再⽣可能になります．録⾳時，打鍵操作は無線機に出⼒され
ません．使⽤する電鍵は録⾳開始時にエレキーか⼿動かを⾃動認識しますが，
あるチャンネルに録⾳している最中にエレキーと⼿動を⼊れ替えることはで
きません．�
�
【再⽣】待機モードから CH1〜4 のいずれかを押すと，それぞれのメモリ内
容を送信します．⼀瞬⻩LEDが点灯しますが，このときはメモリにアクセス
しています．メモリに内容がない場合は送信動作しません．再⽣を中⽌した
いときは STOP を押してください．メッセージが終了したときと STOP が
押されたときは，待機モードに戻ります．また再⽣中に打鍵すると待機モー
ドに戻った上で通常の電鍵操作となります．�

REC� 録⾳時に使います．起動時に押していると設定モードに⼊ります．�

STOP� 録⾳の終了と再⽣の中断に使⽤します．�

CH1� チャンネル１の再⽣，RECと併⽤するとチャンネル１の録⾳を開始します．
設定モードでは「リピート送信」の有無を設定します．�

CH2� チャンネル２の再⽣，RECと併⽤するとチャンネル２の録⾳を開始します．
設定モードでは「ミュート」の有無を設定します．�

CH3�
CH4�

チャンネル３または４の再⽣，RECと併⽤するとチャンネル３または４の
録⾳を開始します．�

LED� 緑⻩⾚の三種類で各種動作状態を⽰します．�

【設定モード】REC を押しながら電源を⼊れると，LED が緑→⻩→⾚と点滅し設
定モードに⼊ります．このとき LED がつき始めたら REC ボタンは放して構いませ
ん．設定モードに⼊った状態ではCH1ボタンはリピート送信の有無を設定します．
押すたびに⾚LEDは点灯，消灯します（トグル動作）．⾚LEDが点いた状態で設定
モードを抜けるとリピートモードになります．CH2はミュートです．同じように設
定するとミュートモードになります．なおリピートとミュートの両⽅を設定するこ
とも出来ます．希望するモードのLEDの点灯を確認したら STOP を押すことで設定
モードを抜けます．すると，⾚→⻩→緑とLEDが点灯し，待機モードに⼊ったこと
を知らせます．なおこの設定はROMに記録しますので電源を⼊れ直しても残ってい
ます．起動時には⾚→⻩→緑と点灯した後，該当するモードを⽰すLEDが⼆回点滅
して待機モードに⼊ります．（リピート/ミュートが両⽅OFFの場合はモード表⽰は
ありません．）�
�
【リピートモード】設定モードでリピートモードに設定した場合約 6 秒の間隔をお
いて10回送信します．なおリピート動作中は緑LEDが点灯しています．リピート再
⽣から抜けたい場合は，STOPを押してください．もしくは10回送信すると待機
モードに戻ります．なおリピート無しで再⽣したい場合は起動時のモード設定をし
なおすか，１回再⽣するたびに STOP を押して待機モードに戻ってください．�
�
【ミュートモード】実際に無線機を接続して使⽤する場合，無線機からサイドトー
ンがでていると思います．本機のブザーとかぶってうるさい場合はこのモードに設
定すれば，再⽣時と電鍵操作時にブザーがならなくなります．LEDは按下に対応し
て点灯するので本機の動作は確認できます．なお，録⾳時には操作が無線機に出⼒
されないので，ミュートモードであってもブザーは鳴動します．�
�
使⽤上の注意�
(1)記録可能なストローク数は各チャンネル 480 ですが，これを越えた場合⾃動的
に待機モードに戻ります（⾚LEDが消灯します）．480ストロークまでは記録され
ますが，それ以降に⼊⼒した内容は記録されません．この場合，ストローク数をご
確認いただき，適切な⽂字数に収めるようにしてください．�
(2)本機はマーク（電鍵按下）時間とスペース時間をそれぞれ計測して記録しており，
その最⼤記録時間は約１分です．通常の通信ではあり得ない状態ですが，マーク，
スペース共に継続動作がそれぞれ約１分を超えないようにしてください．なお録⾳
される最後のスペースはSTOPを押すまでの時間になります．よって録⾳が終わっ
たら速やかにSTOPを押してください．�
(3)本機の記録時間精度は 1ms 程度です．�


